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１．本稿の目的
「平成22年国民生活基礎調査」で子どもの６人に１人が貧困であることが明らかになり、「子どもの貧困」
が社会問題化されるようになった。
岩田（2007）は、貧困を「人々のある生活状態を『あってはならない』と社会が価値判断することで『発
見』されるものであり、その解決を社会に迫っていくもの」と定義する。そのなかでも子どもの「貧困」
については「発見」した人たちが草の根の活動として「子ども食堂」や「学習支援」を始めている１。
「子どもの貧困」が社会問題化されたことにより、2013年に子どもの貧困対策法が成立した。しかし、
子どもが単独で貧困になるわけではなく、その裏にはその子どもを育てる立場にある大人の貧困が存在す
る。子どもが大人と一緒に生活している以上、大人の貧困を無視した状態で子どもの貧困状態が改善され
るわけはなく、子どもへのサポートと同時に子どもとともにある大人へのサポートも重要である。
本稿においては、大人であるシングルマザーを主な支援対象とした一般社団法人シンママ大阪応援団（以
下、応援団と略す）について、その立ち上げからの活動を追うことにより「応援団」における支援の特徴
を明らかにする。
なお、応援団が2017年に発行した『シングルマザーをひとりぼっちにしないために』、2017年８月から
毎月サポーター向けに発行されている「シンママ大阪応援団サポーター通信」（以下、通信と略す）、代表
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要　旨
子どもの貧困問題が注目されるなかで、子どもを育てる立場の大人、特にシングルマザーを中心に支援を
行っている「一般社団法人シンママ大阪応援団」を取り上げる。大きな特徴は、「やりたい支援」を行うので
はなく、「やってほしいことに応える支援」を行うことであった。年会費等も不要であり、日常生活を支える
食料や日用品の発送や、シングルマザーや子どもたちが楽しめるイベントを実施し、それに参加するにあたっ
ては全て無料で（交通費や行動費も支給される）、費用の心配をせずに参加できるようにするなどの配慮がな
されていた。共感だけでなく具体的な支援を通して、尊重される経験を重ね、生活が安定していくことで、
エンパワメントするシングルマザーがいることがわかった。
キーワード　シングルマザー、ひとり親家庭、貧困、DV、支援
１ 子ども食堂は、毎日無料で利用することができない限り、子どもの直接の貧困対策としては不十分である。もちろん、
子どもの居場所のひとつとしての意味は大きい。
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理事である寺内順子が作成した学習会用資料およびフェイスブックなど既に公表されている資料を中心に
記述するが、応援団メンバーとして筆者が直接に接し得られた情報も含まれる。そのため、執筆後に代表
理事の寺内に本稿内容について確認をとり、公表の許可を得た。
２．応援団立ち上げまでの経緯
応援団の活動は、2014年４月、大阪市生活保護問題調査団主催の『生活保護ホットライン』で大阪社会
保障推進協議会（以下、大阪社保協と略す）の寺内がシングルマザーからの相談電話を受けたことがきっ
かけである。その電話は、乳児を抱えたDV被害者であるシングルマザーが生活保護を受給するまでに時
間がかかっただけでなく、ケースワーカーから暴言を投げつられ困っているという趣旨であった（応援団
2017：12）。
同年９月、寺内は、シングルマザーを直接支援できる人を増やす必要もあると考え、当時ボランティア
で手伝っていた子ども食堂の運営主体である「大阪子どもの貧困アクショングループCPAO」の徳丸ゆき
子代表とともに、シングルマザーと子どものサポーター養成講座を企画した。趣旨に賛同する弁護士、司
法書士、ソーシャルワーカーなどを集め、2014年11月から2015年４月にかけて、シングルマザーと子ども
の貧困問題、DV、家計、シングルマザーに関する法律、依存症についてなどの内容で開催した。筆者は
DV被害女性への支援活動の経験２から力になれると思い参加し、DVについての講座を担当した。同時に、
寺内は講座を準備したメンバーの知識を合わせて必要な情報をまとめた小冊子を作成しようと考えていた
が、その形態では情報を必要とする人に届かないという話になり、インターネットで検索できるようなウェ
ブサイトを立ち上げることとなった。2015年５月にウェブサイトを立ち上げるときに、サイトの作成者の
アドバイスを受け、当事者に届きやすいようにするために「シングルマザー」ではなく「シンママ」とし、
検索にヒットしやすいようにした。また、できるだけ対等な関係を目指すために「支援」ではなく「応援」
とし、直接会って支援することを念頭におき名称に「大阪」を入れ、「シングルマザーと子ども支援サイト　
シンママ大阪応援団」とした3。活動開始である。応援団が活動するにあたって「ママが幸せなら子ども
も幸せ」「ママたちをひとりぼっちにしない」「ママが本当にやってほしいことをやる」ということを基本
的な姿勢にした。活動資金は、主にサポーターからの寄付による。会費制はとっておらず、それぞれのサ
ポーターができる範囲での寄付やボランティアによって活動が行われている（応援団2017）。以下、シン
グルマザーをシンママと記す。
３．活動の展開と内容：現実的な支援としてのスペシャルボックス
2015年５月にサイトを立ち上げ、SOSメールの受付を始めたものの、2015年度は、 ８月に１件 、９月
１件、10月３件、2016年、１月２件、２月１件、合計８件と相談件数は少なかった。2015年９月にサイト
に「大阪社保協発行相談援助活動ハンドブック」を送ることを記載すると相談件数が少し増えた。また、
本を送るときに、寺内は手書きで「あなたはひとりじゃありません。何かありましたらメールをください
２ 筆者は、大阪のDV被害者サポートグループCOSMOにて1996年４月の立ち上げから2011年３月の解散までの12年間、
ボランティアスタッフとして暴力被害を受けた女性や子どもへの支援に関わった。
３ ｢シングルマザーとこども支援サイト　シンママ大阪応援団｣ (http://shinmama-osaka.com)参照｡ 筆者はこのサイト
の「DVについて」のQ＆Aの執筆を担当した。
４ 2017年８月に第１号として発送された通信には、2016年４月２件、６月12件、７月２件、９月２件、10月１件、12月
１件、2017年１月２件、２月２件の24件である。その後、４月３件、６月３件、７月５件、８月３件まで報告されて
いる。
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ね」と添えている。そして、その手書きの手紙が嬉しかったとの返信がある（応援団2017：94-95）。
2016年６月15日朝日新聞朝刊生活面に「母子の生活サポート　寄り添ってサポート」と「シンママ大阪
応援団」の活動内容が取り上げられ、６月の相談件数が増え、2016年度の相談件数は合計24件になった３。
応援団では、相談メールに対して、まず早急に本人と直接に会ってお茶を飲みながら、今困っているこ
とついてゆっくりと話を聞くことを大切にしている。生活保護の申請などでは、生活に困窮した理由や成
育歴を聞かれることが多いが、応援団ではそのような質問はせず、あくまでも困りごとに対応するために
今のことについて、意見をはさむことなく傾聴する姿勢をとる。これは、人を支援するにあたって過去の
話は必要ではないという寺内の考えからだ。また話を聞く場所は、大阪社保協の事務所であるが、交通費
を捻出できないケースには寺内がシンママの自宅や最寄り駅に出向くことも多い。
2016年11月からは、月に１度、食料品や日用品、子ども服、おもちゃ、絵本など、必要とされるものを
詰めた箱を送っている５。送り始めたときは６世帯であり、必要だと考えられるものを寺内が購入し、「わ
くわくお楽しみ箱」と名付けて送っていたが、2017年には寺内がフェイスブック等で行う呼びかけに応じ
て送られてきた寄付品だけで賄えるようになり、いつしかシンママたちからスペシャルボックスと呼ばれ
るようになる６。
スペシャルボックスの発送は、シンママたちが中心になり、女性サポーターも参加して行われている。
シンママたちの多くは事務所に届く寄付品の種類および量の多さに驚く。自分たちのために集まった品を
それぞれの家庭に送る箱に詰めていく。箱には子どもの性別と年齢が記入されたメモが貼られ、そのメモ
を見て子どもたちを思い浮かべながら、その家庭に合わせて物を詰めていく。
スペシャルボックスが届いた日や翌日にはシンママたちから続々と感謝のメールが届き、その都度寺内
のフェイスブックにアップされ、それを読んだ人たちからさらに支援品が届くという良い循環が生まれて
いる。スペシャルボックス発送１周年になる2017年12月の通信（No４）には、寺内は次のよう綴っている。
シンママ大阪応援団サイトからSOSメールを送ってくる場合、大抵最初は住所は番地までは書かれて
いません。メールを受け取ったらまず、「お米は足りていますか?」「食べ物、ありますよ、すぐに送り
ましょうか」と返信すると『送ってください』と住所・連絡先がメールされてきます。そしてその日の
うちにストックしているお米や食品、お菓子を送ると次の日にお礼メールが送られてきます。本当に送
られてきた、それもこんなにたくさん!という驚きと感動が信頼へと変わります。／シンママさんたち
は、なかなか助けてとは言わず、ずっと黙って我慢をしています。それは、これまでもそういう生き方
をせざるを得なかったからです。／助けてというためには、「シンママ大阪応援団は信頼できる所なのだ」
とママさんたちに思ってもらう必要があります。スペシャルボックスはその入り口となるものです。
寺内は、応援団としての活動を通して、食糧を送ることが当事者を助けたいというメッセージとして具
体的に伝わり、シンママたち信頼につながることに気づく。これは、１回目のサポーター養成講座で「シ
ングルマザーと子どもの貧困概要とCPAOの活動」と題して講義した徳丸は「共感はもういらない」と述
５ スペシャルボックス発送は「昨年11月、あるシンママさんから以下のようなメールが届きました。『毎月月末の一週
間は預金残高は100円単位の端数になるためお金がおろせず、とりあえず子どもたち優先で食べさせています。私は
パスタに塩コショウのみで食べています』お給料日前の10日間、１週間はみんなこんな状態だと他のママさんたちも
異口同音に言っていましたので、この声をきっかけにして食糧支援を始めました」と紹介されている（通信No.4）。
６ スペシャルボックスの発送数は2016年11月６世帯、12月７世帯、2017年１月８世帯　２月８世帯　３月９世帯、４月
９世帯、５月10世帯、６月15世帯、７月18世帯、８月23世帯、９月26世帯、10月31世帯、11月32世帯と増え続け（通
信No４，2017）、2018年12月発送分は56世帯となっている（通信No17）。送料もサポーターからの寄付で賄われている。
なお、サポーターを増やすために第２回のサポーター養成講座を2017年10月から2018年３月の７回講座で実施した。
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べたことにもつながる（2014年11月19日大阪弁護士会館）。この発言は、生活困窮の相談をしても、共感
されるだけで具体的な支援に結びつかない事例をいくつも見てきたことが理由だった。「共感はいらない」
と言い切ったのは「共感」を示すことと、生活状態を改善させるための具体的支援が別のものであるにも
関わらず、「共感だけ」で済ますことができると考えている援助者に対するメッセージとも考えられる。
また、同じ通信に【多くのサポーターさんからの様々なものが入っていることに意味がある】と題して、
２人のシンママの声（メールの文章）を掲載している。サポーター通信に載せるにあたって、寺内が文章
を変えることはしない。本稿においては、読みやすさを考慮し、明らかな誤字は修正し、順にABCとし
てく。
A：昨日の夜、初めてのスペシャルボックスと掃除機、ドライヤー等が届きました。／初めて寺内さ
んとお会いした時、「スペシャルボックスにはお金をポンと貰うのとは違う暖かさがある」とおっしゃっ
ていた言葉の意味をとても感じました。同封されているお手紙にこれは○○さんからいただきましたと
書いてくださっているので、サポートしてくださっている方々の存在を近く、強く感じることができ、
とても暖かい気持ちになりました。／中略／妊娠中に離婚することになり不安でどうしようもない中、
たくさんの方に助けていただいています。／不安な時、困ったとき助けてって言える人がいて、助けを
求めた時にサポートしてくれる方々がいること、感謝の気持ちでいっぱいです。サポーターの皆様、本
当にありがとうございます。
シンママたちはサポーターと直接会う機会はあまりない。しかし、その顔も見たことがないサポーター
が、自分のことを思いながら物を選んでくれていることが伝わることで、存在を近く強く感じることがで
きている。そして、助けてと言えること、その助けに応えてくれる人の存在に感謝している。
B：お金がないとお付き合いって出来ないんですよ。職場でも、ご飯食べに行こうよと声がかかって
もお金がないので、ちょっと都合が悪いです…とか、何回もいっていたらもう声がかかりません。ママ
友からも声がかかりません。誰ともおつきあいできないから、誰かから物が送られることもありません。
私は親とか親戚ともおつきあいないし。だから、月に一回来るスペシャルボックスだけなんです。息子
がね、本当に嬉しそうに開けるんです。いつもクイズ形式で、次なんだと思う？ってすごく楽しそうな
んです。
経済的貧困が人間関係の貧困をもたらし、孤立した生活の中で、スペシャルボックスが楽しみの一つで
あることがわかる。応援団ではスペシャルボックスの送り状には必ず子どもの名前も記入していている。
それは、子どもが自分宛にも届いていることを実感してもらいたいという寺内の配慮からである。
しかし、月に１度のスペシャルボックスだけでは、困窮した生活を立て直すまでは難しい。そのために、
生活保護などの公的支援につなぎ生活を立て直すために同行申請なども行っている。ただ、生活保護を利
用することに抵抗のあるシンママたちや利用していても負い目に感じているシンママたちも多く、生活保
護が権利であることの説明も必要となることもある。また、当事者がひとりで生活保護の窓口に行っても、
いわゆる水際作戦で、申請できずに帰ってくるケースを防ぐため、必ず同行して「申請」するようにして
いる７。生活保護基準引き下げ反対の運動なども行っている。生活保護問題との関連については、紙幅の
都合上、別稿としたい。
７ 2014年９月には、家賃滞納で県営住宅から立ち退きが言い渡され、その強制執行の日に母親が「無理心中」を決意し、
中学２年生の娘を殺害するという事件が起きた。この家庭は2013年４月国民健康保険料滞納のため、市に相談してい
た。国保の担当は話を聴いて、生活保護課を紹介され、生活保護の担当課に行くも、パンフレットだけ渡されて帰さ
れている（井上他2016）。この事例１つをとっても同行申請の重要性がわかる。
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４．なぜ助けてと言えないのか
母子家庭での死亡事件が起きるたびに、「なぜ助けを求めなかったのか？」との声があがる。しかし、
応援団に助けを求めるシンママは後を絶たない。今まで他に本当に助けを求めなかったのだろうか。
2016年６月、応援団につながった３人のシンママと離婚を考えているママ、出版社の編集者、応援団の
寺内、芦田の７人でシンママのたちの現状を伝えるための座談会を行い、自分の過去から現在に至る経験
やその時々の思いなどを赤裸々に語り合った。結婚後の生活が貧困であったこと、離婚の原因がDVや子
どもへの虐待であることがわかった。シングル歴が長く、一人で頑張ってきたCは誰かに頼りたくなり再
婚を考えた相手からのDVで仕事も失っていたことも明かされた（応援団2017：17-91）。
応援団では基本的に過去のことを積極的に聞かないが、信頼関係ができたこと、シンママの置かれてい
る状況を正しく理解してもらうことの必然性に賛同し、シンママが自主的に語ってくれた。
この座談会や、応援団の立ち上げの経緯、活動内容を収録した『シングルマザーをひとりぼっちにしな
いために』８を出版した（応援団2017）。その記念イベントとして、2017年８月20日に「なぜ助けてと言え
ないのか―ママたちが語る本当のこと」と題するパネルディスカッションを行った９。
このパネルディスカッションの様子が翌９月の通信（No２）に次のように紹介されている。パネリス
トはこの本に登場している40歳台後半のCとD、まだ20歳台前半のE３人で、コーディネーターは筆者が
行った。パネリストたちは、日ごろのサポートに対するお礼、シンママになった経緯、思い、応援団にた
どり着くまで、たどり着いてから今などをそれぞれが語った。Cは、心身が動けなくなってから１年もの
間、誰にも相談できず、ひとりで苦しんでいたところ、信頼している友人から応援団の情報をもらいつな
がったこと。Dは、離婚について話した時に、周りから「離婚するのは好きにしたらいいけど根性なしと
思われるだけ」とか「離婚してちゃんとやっていく覚悟があるか？」と言われ、自分ひとりで乗り越える
覚悟をしたこと。Eは、家族から小さいころからずっと「おまえはしっかりしているから大丈夫」と言わ
れ続け、その期待に応えるためにも、出産後まもなく夫が出ていってしまった後１人で解決しようと貯金
を切り崩して生活していたものの、貯金が底をつき、保育園に入れないため仕事もできない、藁にも縋る
思いで、インターネットで「シンママ」と検索しメールしたこと。彼女たちの語りから見えてくるのは、
自分の人生を自分で生きてこうとする姿勢だった。３人は仕事をしているが、最低賃金が低く、就労収入
だけでは足りないため生活保護を利用している。生活保護について、Cは「しばらくは心身の休養が必要
でしたので大変ありがたいと思う反面、生活保護を受けているということの世間の偏見に対する後ろめた
さ、自分への否定があったことは否めない、頭では権利だと理解していても心がどうしても受け入れなかっ
た」と語った。この「自己責任論」が彼女たちを苦しめ、これまで「助けて」と言い出しにくく、また助
けてと言っても相手にされなかったり、最初だけ関わるだけで途中から手を離されたり、援助者から責め
られることなどを経験して、ますます「助けて」と言えない状況が作りだされていることが見えてきた。
パネルディスカッション後に、通信に寄せたパネリストの思いを紹介する。
C：どんなシンママにとっても、一人で子どもを育て、生きていくことがどれほど困難であるかとい
う点は共通しているのではないかと思います。そして大変な困難の渦中にあっても『助けて』というたっ
た一言が言えない現状も。普段は話すことのできない想いを、拙いながらもお伝えすることができたこ
８ この書籍の印税や売り上げの一部は活動資金にあてられている。
９ 仮名ではあるが、当事者が顔を出して直接語ることから、当日の写真撮影、SNSへの投稿は不可とした。ポーターを
中心に100人が参加し、約８万円のカンパが集まった。なお、当日の様子の一部は本人たちの許可を得て毎日新聞に
掲載された（毎日新聞2017年８月25日大阪朝刊）。
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とは本当に意義深く、私達にとりましても大変貴重な時間になりました。／まだまだ声をあげられてい
ない多数のシンママ達の為の、そしてそれらを取り巻く社会の在り方が少しでも変わっていく為の最初
の一歩となればこんな嬉しいことはありません。
パネルディスカッションの参加者はサポートをしたい思いの人たちであるといっても、人前で自分の思
い出したくない経験を話すのは簡単なことではない。しかし、支援を受け生活が安定していく中で、感謝
を伝えたいという気持ちとともに、社会の在り方を変えるきっかけになるという思いが生まれ、その力が
今回のパネリストとしての登壇につながったのだ。
また、参加者がその思いを受け止め、行動をはじめようと思えたことが、アンケートに書かれた感想か
ら伝わってくるので、いくつか紹介する（通信No２）。
・ 行政や知人などから傷つくような言葉かけを受けてこられたことが分かりました。自分の意見は言わ
ず聴くだけでも安心につながることが分かりました。自分が出来ることをしていきたいと思います。 
・ 本人から生の声が聞けて切実さが伝わってきました。お互い助け合える隣人に優しい国であってほし
いと思います。私たち１人１人が日々実行したいものです。
・ 辛い体験を話して頂き、ありがとうございました。情報を得ることの大切さ（横のネットワーク生活
保護の為の手段）声をかけることの大切さを知りました。友人たちがシンママであった時充分な声掛
けができたかと考えます。
５．イベントの実施
寺内はシンママとのやりとりを重ねる中で、シンママや子どもたちは楽しい経験が少ないことを実感す
る。そのため、楽しい経験を増やそうとお花見や旅行なども企画し実行している10。参加費は無料でも交
通費が捻出できないと参加できなくなるため、応援団では交通費も含め、サポーターからの寄付金などで
負担している11。
これらのイベントにより、シンママたちの気持ちがほぐれ、精神的な余裕が生まれるが、特に大きな変
化があったのは１泊２日の京都旅行であるという。寺内はシンママたちが「なにかあるとメールをすぐに
くれるようになりましたし、自分の思いを語るようになりました」。「いかに『楽しい経験』が子どもだけ
でなく、ママさんに必要なのかを実感しました」と語っている（応援団2017：104）。
２回目の2018年２月の京都旅行は、シンママ、子どもたち、ボランティアなど総勢40人となり、筆者も
同行した。
寺内は、この企画は昨年に引き続いて２回目だが、来年も必ず取り組むことを宣言している。その理由
は、ママと子どもたち、すべての参加者に劇的な変化をもたらすからであり、企画をするに当たって大切
10 イベントの実績は、2016年４月お花見会、６月座談会、７月浴衣レッスンと食事会、８月お料理レッスン、10月天王
寺公園芝生広場で食事会。2017年２月京都旅行（１泊２日）、３月お料理レッスン、４月お花見会、５月こじんまり
女子会、田植え体験、７月出版お祝い会、浴衣レッスン、青森弘前ねぷた旅行（２泊３日）、８月淀川花火大会、９
月ぶどう狩り、10月支援者を囲む会、12月お節づくり交流会。2018年２月京都一泊旅行、４月お花見会、ママのため
の学校（以下学校）「親に壊された心の治し方」、たけのこ堀り＋田植え体験＋BBQ、５月学校「夏の菓子作りとママ
女子会」６月学校「子育ての悩み～発達障害を中心に～」７月学校「生活保護」、天神祭り、８月学校「アサーティ
ブ講座」、10月学校「性教育」 11月学校「親子で作る秋のスイ―ツ作り」、12月お節作りと忘年会。なお、2018年４月
からシンママや子どもたちが安心して集える場として拠点Zikka（場所非公開）を運営している。応援団につながっ
ているシンママの多くは親との関係が悪く、自分の実家に帰れないため、そんなママたちの実家のような場所になる
ようにZikkaと名付けられた。土日祝日を中心に寺内がZikkaに滞在可能な時にオープンにしている。これも安心でき
る場所とひとりではないと思える時間を提供するためである。
11 ママのための学校は一般社団法人みらいRITAの助成金によって運営している。
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にしているポイントについて、京都旅行を例にして、次のように説明する（通信No７）。
（１）全て無料であること
（２）ちゃんとした旅館に泊まること
（３）ゆっくりながれる時間のなかで、のんびりできること
（４）ママでない若い女性たちに参加してもらうこと
（５）みんなシンママ世帯であること
（６）企画の中に女子会をいれること
（７）とにかく、楽しいこと
この７つのポイントは、日々生活に追われ、子どもとゆっくり過ごす余裕のないシンママたちが、安全
かつ安心した空間でゆっくりと子どもと過ごせるとともに、ボランティアの若い女性に子どもをみてもら
うことで、子どもと離れてママ同士の交流ができるようにと考えられている。このようなポイントを踏ま
え、実施された京都旅行に参加したシンママから翌日には感想のメールが届き、旅行の翌３月発行の通信
（No７）に掲載されている。
F：一家族に一部屋の贅沢な空間。ふかふかのお布団。綺麗で美味しい沢山のお料理。大きな広いお
風呂。そして何よりも、皆の笑顔（*^o^）／＼（^-^*）。笑い声。子ども達のリラックスした表情。そ
れそのはずで、周りに居てくれるのは、安心して本音を話せる人々。それぞれに痛い部位は違えど、人
一倍の痛みを知る仲間達。…あっという間のひとときでした。／でも、凄く濃く、深い時間を過ごせた
様に思います。
G：これからシンママ大阪応援団では、シンママ達のための勉強会や料理作りなど、集まりを催して
いただける様なので、ぜひ参加して、いろいろなタイプのシンママさん達と、良い交流をしていきたい
です。／ひとりでは、様々な困難に立ち向かっていくことが厳しいかもしれませんが、みなさんで知恵
を出し合い、乗り越えていければ良いなと思っています。
H：シングル向けのいろんな講座やグループに参加しましたが、シンママ大阪応援団が一番あたたか
く思います。給付金の情報をおしえてくださったり、毎月のスペシャルボックス、親子ともに楽しめる
行事。シンママメンバーと会う機会を重ね、大分うちとけてきました。
シンママたちは、この旅行で“贅沢な空間”や“美味しい料理”や“大きい風呂”を思い切り楽しみ、他のシ
ンママや子どもたちとともに時間を共有する中で仲間としての意識が生まれていることがわかる。
６．ひとりではないと思えること
2018年３月、応援団は一般社団法人となった。2017年10月から毎月開催している「第２回サポーター養
成講座」の最終回（2018年３月24日,大阪府男女共同参画青少年センター（ドーンセンター））は、「シン
ママさんたちとともにこれまでやってきたこと、これからやっていくこと」と題して、シンママ大阪応援
団の一般社団法人設立報告会及びパネルディスカッションを開催し、筆者がコーディネーターを務めた。
そのパネルディスカッションの打ち合わせの様子を見ていた寺内は次のように通信（No８）に記している。
寺内：（打ち合わせは）ランチをしながらのおしゃべり会、女子会のようでした。けれど、その女子
会のようなワイワイガヤガヤのおしゃべりの中にとても大切な言葉、そしてこれからの活動のヒントが
たくさんあります。おしゃべりの中で、／「シンママ大阪応援団に出会う前は思考停止をしていた。先
が見えなかった」／「本当に死にたくて、子どもたちと何度もマンションのベランダから飛び降りよう
かと考えた。でも生きていて良かった」／「こんな幸せな気持ちになれて笑える日が来るなんて思って
もみみなかった」／「ママは笑わないと息子にずっと言われていた。いまこんなに笑っている自分は嘘
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みたい。信じられない」／こうしたママさんたちの声は、日本中にいる夫やパートナーのDVに苦しむ
ママたちの声でもあります。／シンママ大阪応援団は３年間手探りで活動をしてきました。３年前、２
年前にスペシャルボックスを毎月送る活動など考えてもみませんでしたし、ケーキやおはぎなど手作り
のお菓子がこんなに喜ばれるなんて想像もしていませんでした。すべて、ママさんたちの声、つぶやき、
おしゃべりから生まれたものです。シンママ大阪応援団はママたちが主人公です。
ここで寺内が記した通り、応援団の主人公はあくまでもシンママたちであり、シンママの「つぶやき」
や「おしゃべり」の中からニーズを受け止め、そのニーズに合わせた支援を作り出している。
通信（No８）にパネルディスカッションの内容が紹介されている。今回、登壇したシンママは『シン
グルマザーをひとりぼっちにしないために』に登場しているＩと2017年の夏に生活保護問題のイベント（大
阪弁護士会館）で当事者スピーチをしたJ、それから初登場のKの３人である。３人とも応援団につなが
るまでは、経済的な貧困とともに人間関係の貧困を抱え、ひとりで頑張ってきた。頼れる人がいなかった
り、使えるはずの制度が使えなったりして、どうしたら良いのかわからない日々が続いていたことがうか
がえる。Iは藁にも縋る思いから、インターネットで検索して見つけた応援団に自分からメールをしたも
のの、しばらくの間、何かをセールスされるのではないかと疑っていたという。それほど、人を信用でき
ない状況に追いやられていたのである。そんなIも、サポーターの方々の物心両方のサポートで、一昨年
より去年、去年より今年と、確実に元気になっているので、いずれ何かサポートしたいと考えている。J
もまた人を信用できる状態になかったが、寺内が自分の話を覚え気にかけてくれ連絡をもらえたことが嬉
しく、そのことをきっかけに再び人を信用できるようになり、応援団での活動を通してメンバーを身内の
ように思えるようになってきたことを語った。Kは今までの生活について語りだしてすぐに、言葉を詰ま
らせた。話すことは事前に整理しておいてもらったが、それでも言葉が詰まってしまうということが、そ
れまでの生活の厳しさを表している。Kは応援団とつながって、特におかずのおすそわけサポートを通じ
て、少し時間の余裕ができたが、まだ生活は苦しく時間とお金の余裕が欲しいと語った。この３人が共通
して嬉しいサポートとして挙げたのは毎月届くスペシャルボックスであり、たくさんの方から届くさまざ
まな物品を通してサポーターの方々とのつながりを感じ、感謝の気持ちを示した。
パネルディスカッションを終えた後の次のコメント（通信No８）からは、改めて多くのサポートに感
謝の気持ちを伝えるとともに、これまでを振り返ることでよみがえってくる本人の「しんどさ」「不安」「不
信感」をひとつ乗り越えた姿が見える。多くの人前で自分のことを話す経験を通して、エンパワメントし
ていることがわかる。
Ｉ：改めて過去のことを振り返るのは正直とてもしんどかったです。でも、離婚すら思うように進ま
ず本当に八方塞がりで、子どもたちに笑いかけること、抱きつかれることさえ苦痛だった日々を思い出
し、そして応援団に繋がり、色々なサポートを受け、また同じような経験をした仲間たちもでき、しん
どいこともまだあるけど、それでも笑うことができるようになっている自分、そしてそれをきっと肌で
感じている子どもたち…そんなことを再確認することができました。私の人生まだこれからやん！そん
な気持ちすら芽生えてます。
Ｊ：応援団に繋がる前の不安感と不信感でいっぱいだった頃がよみがえってしまい、自分でも驚きで
したが泣いてしまいました。真剣にお聞き下さり、温かい眼差しを向けて下さる皆さんを近くに感じて、
何もかもを背負い、悲しく寂しく孤独だったあの頃の自分が可哀想になると同時に、ここまでおいで、
後少しで道は開けるよ！と、思いながら話していました。越えなければいけない山だったんだと思いま
す。ひとりぼっちじゃない。気にかけて下さる方がいる。目には見えないけれど、そう感じられるもの
が確かにここにはあります。まだまだ山はありますが、皆が居てくれるから大丈夫だと思える様になり
D11113_71001779_芦田.indd   62 2019/02/20   19:02:49
－63－
ました。１年、早かったです。
７．応援団における支援の特徴と今後の課題
本稿において、応援団がシンママを支援するための活動において、以下のような特徴が明らかになった。
（１）「サポーターがやりたい支援」を行うのではなく、「シンママや子どもたちがやってほしいこと」を
傾聴することでニーズを把握し、それに応える形の支援を行う。
（２）シンママ家庭の日常生活を支えるスペシャルボックスを月に１度送る。その発送作業はシンママが
主体的に行う。発送作業に伴う交通費も応援団より支給される。
（３）シンママや子どもたちが楽しめるイベントを実施し、それに参加するにあたって無料で参加できる。
参加費のみならず、交通費・行動費を含め応援団が負担する。交通費や行動費も支給されるため、
お金の心配をする必要がない。なおイベントに限らず、応援団メンバーになるための年会費なども
なく、費用は一切かからない。
（４）拠点（Zikka）を運営し、実の親との関係が良くないシンママもくつろげる居場所を提供している。
（５）シンママたちの現状や応援団の活動内容を発信するため、書籍を発行し、サポーター通信やフェイ
スブックに活動報告、イベントなどに対するシンママからのメールを掲載する。
（６）シンママが登壇し当事者として発言するパネルディスカッションを実施する。応援団との信頼関係
から、自分たちの現状や要望について人の前で語ることができるシンママが増える。
（７）サポーターは会費制をとらず、できる時にできる寄付や活動をしてもらう。2018年12月３日現在、
何らかの支援をしたサポーターは220人である（有償の専従スタッフはいない）。
応援団の活動には、シンママの経済的負担が一切かからないため、参加しやすいことがわかる。シンマ
マやその子どもたちにとって安全に安心して過ごせる場所であることがわかる。そして、尊重されるとい
う経験を重ね、生活が安定していくことからシンママたちがエンパワメントしていく姿が見える12。シン
ママたちがエンパワメントしていく状況を通信や寺内のフェイスブックなどでリアルタイムに感じられた
り、パネルディスカッションで直接に聞くことができたりするので、支援したいという気持ちになった方
が寄付をするという循環で成り立っている。
2018年12月３日現在サポートしているママと子どもたちの合計数は140人であるが、応援団には毎月の
ように新しいシンママから相談が入り、スペシャルボックスの発送先も2018年12月には56世帯と増え続け
ている。「平成28年国民生活基礎調査」（厚生労働省2017）で報告されているように、子どもの約７人に１
人が貧困（貧困率13.9％）であり、前回調査よりも数値は改善されたものの、子どもの貧困率は依然とし
て高く、大人が１人の家庭に限っては子どもの約２人に１人（50.8％）が貧困という状況であること鑑み
ると、今後もシンママからの相談は増え続けるだろう。シンママの相談にどこまで対応できるかも課題の
一つである。
その一方で、中心になって発送作業を行っていたシンママたちは、生活保護なども利用し、生活が安定
してくるともに、経済的自立に向けて就労時間が長くなる。そのため、発送作業を担えなくなってしまう
という状況も生じている。スペシャルボックスの発送作業も、シンママたちの主体的な参加によるもので
あるので、発送作業をどこまで続けることができるのかも課題となるだろう。
12 しかし、それはあくまでも応援団につながることのできた人たちのみである。なお、応援団の影響を受けて、「シン
ママ熊本応援団」と同じ大阪ではあるが豊中市での活動に特化した「シンママ応援団とよなか」の2団体が発足し、
活動している。
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応援団が、これらの課題に対しどのように解決し、どのように発展してくか、またシンママたちの変化
についても継続して研究していきたい。
なお、本研究は「2018年度神戸親和女子大学第２種研究費」の助成による研究の一部である。
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